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富山の史跡
昭和20年8月の大空襲のため、富山市には昔からの古い建物はあまり残っ

ていませんが、お墓や碑、あるいはお寺や神社が現代に歴史を伝えていま

す。富山のことがもっと好きになる史跡をご紹介します！

 h i s t o r i c  p l a c e s  o f  t o y am a
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富
山
寺
は
真
言
宗
の
古
刹
で
、
富
山

市
内
で
も
最
古
の
寺
院
と
さ
れ
る
。
奈

良
時
代
の
神
亀
元
年
（
７
２
４
）、
僧
・

行
基
が
、
大
和
の
国
か
ら
越
中
の
国
・

藤
井
村
に
来
脚
の
折
、
現
在
の
富
山

城
址
の
あ
た
り
に
一
寺
を
建
立
、
藤
居

山
富
山
寺
と
称
し
た
の
が
そ
の
は
じ
ま

り
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
前
田
家
の

富
山
城
築
城
の
た
め
現
在
の
地
に
移
さ

れ
、
普
泉
寺
と
改
め
た
と
い
う
。
明
治

43
年
に
、
寺
の
名
を
元
の
字
に
改
め
、

再
び
富
山
寺
と
称
し
て
い
る
。

　

古
来
よ
り
、
富
山
市
の
市
名
は
、
こ

の
寺
の
寺
号
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
て

き
た
。
市
内
、山
王
町
の
日
枝
神
社
は
、

こ
の
藤
居
山
富
山
寺
の
鎮
守
で
あ
っ
た

山
王
権
現
を
祀
っ
た
神
社
と
い
わ
れ

る
。 富ふ

せ

ん

じ

山
寺

富
山
市
古
鍛
冶
町

「
富
山
4

4

市
」の
名
は
こ
の
お
寺
に
起
因

資料：『富山市の「文化財・史跡案内」』（S63  富山市教育委員会発行）、他

日
枝
神
社

富
山
市
山
王
町

山
王
さ
ん
の
名
で
親
し
ま
れ
る
市
内
一
番
の
大
社

　

日
枝
神
社
を
「
山
王
さ
ん
」
と
い

う
の
は
、
比
叡
山
麓
に
あ
る
日ひ

え吉
神

社
の
祭
神
を
山
王
権
現
と
称
し
、
釈

迦
如
来
の
仮
の
姿
と
し
て
天
台
宗
の
護

法
神
と
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
き
て

い
る
。
日
枝
神
社
は
そ
の
昔
、
新
川

郡
針
原
の
郷
に
あ
っ
た
が
、
建
武
２
年

（
１
３
３
５
）
の
戦
い
で
焼
か
れ
、
旧

大
山
町
隠
土
に
の
が
れ
、
そ
の
後
転
々

と
し
た
。
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
頃

に
佐
々
成
政
が
現
在
地
へ
移
し
、
富

山
城
の
守
り
神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ
れ

る
。
成
政
退
去
後
は
前
田
利
長
が
社
地

を
寄
進
し
、本
殿
等
を
造
営
し
て
以
来
、

前
田
氏
代
々
の
宗
敬
を
受
け
た
。
境
内

に
は
、
成
政
が
大
切
に
し
て
い
た
と
さ

れ
る
弁
慶
石
と
い
う
庭
石
が
残
っ
て

い
る
。
６
月
１
日
、
２
日
の
祭
礼
は
山

王
ま
つ
り
と
し
て
知
ら
れ
、
市
民
の
楽

し
み
な
祭
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

〈富山寺〉市内電車上本町駅から徒歩数分

〈日枝神社〉市内電車西町駅から徒歩数分
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於お

お

た

保
多
神
社富

山
市
於
保
多
町

庶
民
の
間
に
広
ま
っ
た
天
神
信
仰

　

於
保
多
神
社
の
社
号
「
於
保
多
」
は
、

こ
の
社
が
初
め
て
建
て
ら
れ
た
地
名
の

太
保
田
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
明
治
に

な
っ
て
万
葉
仮
名
に
改
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
神
社
の
由
来
は
、
も
と
宮
司

で
、
後
に
延
暦
寺
の
僧
と
な
っ
た
恵え

け顗

上
人
が
、
同
寺
の
座
主
か
ら
石ざ
く
ろ榴

天
神

像
を
祀
り
伝
え
る
た
め
、
永
仁
２
年

（
１
２
９
４
）、
浄
禅
寺
（
梅
沢
町
３
丁

目
の
時
宗
寺
院
）
を
創
建
し
た
頃
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
慶
長
10
年
（
１
６
０
５
）、

前
田
利
長
が
富
山
城
に
隠
居
地
を
移
し

た
頃
、
こ
の
社
も
富
山
城
下
に
移
っ
た

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
富
山
初
代
藩
主
前

田
利
次
が
富
山
に
入
城
後
は
、
自
ら

の
氏
神
と
し
て
深
く
尊
宗
し
祈
願
所
と

し
た
。
宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）、
水

害
の
た
め
現
在
地
に
移
っ
た
。
社
伝
で

は
、
あ
る
日
、
前
田
利
次
の
前
に
菅
原

道
真
公
の
像
が
現
れ
た
の
で
、
城
下
中

の
天
神
像
を
調
べ
た
と
こ
ろ
浄
禅
寺
に

伝
わ
っ
て
い
た
像
の
姿
と
一
致
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
前
田
家
は
元
来
、
菅
原

道
真
を
家
系
の
祖
と
し
て
お
り
、
天
神

信
仰
は
藩
の
保
護
の
も
と
に
庶
民
の
間

に
ま
で
広
く
普
及
し
た
。
正
月
に
天
神

様
の
掛
軸
を
家
ご
と
に
か
ざ
り
、
男
の

子
が
生
ま
れ
る
と
天
神
像
を
贈
る
と
い

う
習
慣
は
、
今
も
一
般
に
行
わ
れ
て
い

る
。

〈於保多神社〉

〈正甫公の碑〉時鐘の破片。
於保多神社の境内にある。

臨
池
居
の
跡富山

市
上
本
町
地
内

売
薬
発
展
に
貢
献
し
た
寺
子
屋
の
跡

け
る
代
表
的
な
寺
子
屋
の
一
つ
と
さ
れ

た
私
塾
の
名
前
で
あ
る
。
臨
池
と
は
、

中
国
後
漢
の
学
者
、
張
芝
が
池
の
そ
ば

で
書
を
学
ん
だ
と
い
う
故
事
に
ち
な
ん

だ
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
私
塾
は

越
中
国
の
中
で
も
最
も
古
く
、
小
西
塾

と
か
小
西
屋
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
和
３

年
（
１
７
６
６
）、
小
西
鳴
鶴
が
西
三

番
町
に
創
設
以
来
、
そ
の
子
有あ
り
な
か斐

、
孫

有
実
な
ど
５
代
に
わ
た
っ
て
経
営
が
受

け
つ
が
れ
、
明
治
32
年
の
廃
塾
ま
で
約

１
３
０
年
間
続
い
た
。
こ
の
塾
は
、
天

保
年
間
（
１
８
３
０
〜
１
８
４
３
）
頃

か
ら
当
初
の
漢
学
塾
か
ら
寺
小
屋
へ
と

性
格
を
変
え
た
。
そ
の
授
業
内
容
は
、

往
来
物
・
習
字
・
そ
ろ
ば
ん
の
ほ
か
、

当
時
の
売
薬
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、

薬
名
張
や
調
合
薬
附
と
い
う
授
業
を
加

え
る
な
ど
の
独
自
性
を
も
っ
て
い
た
。

ま
た
、
小
西
屋
流
と
呼
ば
れ
る
こ
の
塾

独
特
の
書
風
も
生
ん
だ
。
明
治
３
年
当

時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
塾
生
は
男
子

６
０
０
人
、
女
子
２
０
０
人
程
で
あ
っ

た
。

〈臨池居の跡〉
市内電車に西町下車、徒歩１分

妙
国
寺

富
山
市
梅
沢
町

万も
ず
じ
ょ
う
か
ん

代
常
閑
の
墓
と
八
重
崎
屋
源
六
の
碑

の
医
師
で
、
天
和
年
間
（
１
６
８
１
〜

１
６
８
３
）、
富
山
に
来
遊
し
、
妙
薬
・

反
魂
丹
を
富
山
２
代
藩
主
前
田
正
甫
に

献
上
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
薬

の
製
法
を
城
下
の
薬
種
商
・
松
井
屋
源

右
衛
門
に
授
け
た
と
も
い
わ
れ
る
。
さ

ら
に
こ
の
寺
の
檀
徒
で
、
越
中
売
薬
の

行
商
の
祖
と
さ
れ
る
八
重
崎
屋
源
六

は
、
岡
山
に
万
代
常
閑
を
訪
ね
親
し
く

な
り
、
常
閑
臨
終
の
際
も
手
厚
く
介
抱

し
、
常
閑
の
守
護
仏
・
薬
王
菩
薩
と
常

閑
の
分
骨
を
富
山
へ
持
ち
帰
り
、
妙
国

寺
に
安
置
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

日
蓮
宗
の
寺
院
・
日
向
山
妙
国
寺

に
は
、
富
山
に
反
魂
丹
の
製
法
を
伝
え

た
万
代
常
閑
の
墓
と
売
薬
行
商
人
の

祖
・
八
重
崎
屋
源
六
の
碑
が
あ
り
、
富

山
売
薬
と
縁
の
深
い
寺
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
万
代
常
閑
は
、
備
前
岡
山
藩

　

臨
池
居
と
は
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て
の
富
山
県
内
に
お

〈妙国寺〉
市内電車広貫堂前下車、徒歩数分

　

神
社
の
境
内
に
は
、
２
代
藩
主
正
甫

の
鋳
造
し
た
時
鐘
の
破
片
を
利
用
し
た

「
正
甫
公
の
碑
」
や
、
臨
池
居
と
称
す

る
大
き
な
寺
子
屋
を
築
き
地
方
文
化
に

貢
献
し
た
「
小
西
有
実
・
有
義
の
記
念

碑
」
等
、
多
く
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

る
。



11 102006.811 2006.8

大
法
寺

富
山
市
梅
沢
町

正
甫
の
菩
提
寺

　

大
法
寺
の
創
建
は
、
慶
長
11
年

（
１
６
０
６
）
で
、
照
盛
院
日
行
上

人
が
開
基
と
さ
れ
る
。
貞
享
３
年

（
１
６
８
６
）、
富
山
２
代
藩
主
前
田
正

甫
は
、
大
法
寺
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ

る
日
徳
上
人
の
教
化
を
受
け
、
日
蓮
宗

に
深
く
帰
依
し
同
寺
を
自
ら
の
菩
提
寺

と
し
た
。

　

正
甫
は
大
法
寺
に
寺
領
と
し
て

９
０
０
０
坪
を
寄
進
し
、
元
禄
４
年

（
１
６
９
１
）
に
は
富
山
領
内
各
宗
寺

院
の
首
席
と
定
め
、
こ
の
寺
を
保
護
し

た
。
こ
の
寺
に
は
、
正
甫
が
寄
進
し
た

赤
栴
壇
の
釈
迦
牟
尼
仏
や
厄
除
け
の
梵

鐘
等
、
数
多
く
の
寺
宝
が
蔵
さ
れ
て
い

る
。

　

境
内
に
は
、
万
代
常
閑
翁
か
ら
反
魂

丹
の
製
法
を
伝
授
さ
れ
た
富
山
城
下
の

薬
種
商
・
松
井
屋
源
右
衛
門
の
墓
や
、

富
山
藩
歴
代
の
家
老
職
の
墓
等
が
残
っ

て
い
る
。

〈大法寺〉
市内電車広貫堂前下車、徒歩数分

光
巌
寺

富
山
市
五
番
町

前
田
利
次
の
菩
提
寺

　

光
巌
寺
は
、
市
内
五
番
町
の
曹
洞

宗
の
寺
院
で
、
能
登
門
前
町
総
持
寺
の

末
寺
で
あ
る
。
越
前
国
の
僧
が
長
禄

２
年
（
１
４
５
８
）
に
越
中
国
砺
波
郡

増
山
村
に
創
建
し
た
の
が
は
じ
め
と
さ

れ
る
。
か
つ
て
は
寺
領
１
１
０
０
石
を

有
し
、
末
寺
18
ヶ
寺
を
束
ね
る
巨
刹
で

あ
っ
た
が
、
戦
国
の
動
乱
期
に
越
後
の

上
杉
謙
信
に
攻
め
ら
れ
焼
失
し
た
。後
、

慶
長
10
年
（
１
６
０
５
）、
加
賀
藩
主

前
田
利
長
が
利
常
に
藩
主
職
を
譲
り
富

山
城
に
移
っ
た
頃
に
光
巌
寺
を
増
山
か

ら
富
山
城
下
に
移
し
た
と
い
わ
れ
る
。

富
山
初
代
藩
主
前
田
利
次
は
、
光
巌
寺

を
自
ら
の
菩
提
寺
と
定
め
、
現
在
の
地

に
所
在
さ
せ
た
。
富
山
の
城
下
町
が
つ

く
ら
れ
た
時
、
大
手
門
を
出
て
左
に
折

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
一
番
町
〜
五
番
町
と

名
づ
け
た
の
は
、
光
巌
寺
に
至
る
道
筋

に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
２
代
藩
主
正
甫
は
日
蓮
宗
に
改

宗
し
、
５
代
利
幸
ま
で
帰
依
し
た
が
、

光
巌
寺
が
藩
祖
利
次
の
菩
提
寺
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
６
代
利
与
が
再
び
曹
洞

宗
に
な
っ
た
。
以
後
、
一
代
ご
と
に
日

蓮
宗
、
曹
洞
宗
と
改
宗
を
重
ね
た
と
さ

れ
る
。
境
内
に
は
富
山
藩
の
著
名
な
国

学
者
、
南
部
家
３
代
（
南
部
草
寿
、
南

部
南
山
、
南
部
景
春
）
の
墓
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
寺
院
内
に
は
、
岸
駒
筆

の
絵
伝
や
円
空
仏
等
、
多
く
の
寺
宝
が

蔵
さ
れ
て
い
る
。

〈光巌寺〉
市内電車上本町下車、徒歩数分

広
徳
館
跡

富
山
市
丸
の
内
（
富
山
税
務
署
付
近
）

富
山
藩
校

　

安
永
２
年
（
１
７
７
３
）、
富
山
６

代
藩
主
前
田
利
与
は
、
下
級
武
士
の
子

弟
を
教
育
す
る
機
関
と
し
て
、
富
山
城

下
の
総
曲
輪
に
藩
の
学
校
を
創
立
し
、

広
徳
館
と
名
づ
け
た
。
こ
の
学
校
の
学

則
は
、
江
戸
の
昌
平
校
の
規
則
に
な
ら

い
、
士
風
・
道
義
の
高
揚
を
目
的
と
し

た
。
儒
学
者
三
浦
平
三
郎
を
江
戸
よ
り

招
き
学
頭
と
す
る
一
方
、
家
臣
吉
村
順

左
衛
門
を
江
戸
へ
派
遣
し
、
昌
平
校
の

学
風
を
学
ば
せ
た
。
講
義
場
に
は
孔
子

の
画
像
を
か
か
げ
、
主
と
し
て
孝
経
・

論
語
を
講
じ
た
。
加
越
能
三
州
に
お
け

る
学
校
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
る
。

〈広徳館跡〉
市内電車丸の内下車、徒歩１分

円
隆
寺

富
山
市
梅
沢
町

さ
ん
さ
い
踊
り
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

　

毎
年
７
月
14
日
、
15
日
の
両
日
、
円

隆
寺
の
祗
園
会
の
宵
に
、
同
寺
の
境

内
を
中
心
に
、「
さ
ん
さ
い
踊
り
」
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
近
隣
の
子
供

達
（
特
に
女
子
）
が
、
ゆ
か
た
姿
に

赤
い
前
掛
け
を
つ
け
て
、「
サ
ー
イ
サ

ン
サ
イ
、
ヨ
ン
サ
ノ
ヨ
ヨ
ナ
ー
イ
」
と

は
や
し
な
が
ら
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
素

朴
で
微
笑
ま
し
い
行
事
。
こ
の
踊
り
の

起
源
は
、
前
田
利
次
が
初
代
の
藩
主
と

し
て
、
富
山
城
入
り
を
し
た
寛
永
16
年

頃
（
１
６
３
９
）
で
あ
ろ
う
と
伝
え
ら

れ
る
。
は
や
し
こ
と
ば
の
中
に
、「
も

う
佐
々
の
世
で
な
い
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
前
領
主

の
気
風
を
排
す
た
め
、
領
民
の
間
に
唄

い
は
や
ら
せ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
富

山
藩
が
で
き
て
間
も
な
い
頃
、
城
下
で
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富山駅北

五百羅漢
佐々成政剃髪址

五福小 富山工高

水墨美術館

富山北大橋

神通大橋

大峪城跡

長岡御廟 真国寺

安養坊の八幡社

長光寺

峠
茶
屋

佐伯則重の碑

富山大学西
富
山
駅

桜谷小

八ヶ山 百塚

富山大学
附属小・中

長慶寺県立図書館

の
盆
踊
り
の
夜
に
金
沢
藩
士
と
富
山
藩

士
が
い
ざ
こ
ざ
を
起
こ
し
た
の
が
も
と

で
、
市
街
地
で
の
盆
踊
り
を
厳
し
く
取

り
締
ま
っ
た
が
、こ
の
踊
り
だ
け
は
女
・

子
供
だ
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
取

締
り
か
ら
外
さ
れ
、
今
日
ま
で
長
く
続

い
た
と
い
わ
れ
る
。

長
岡
御ご

び
ょ
う廟

富
山
市
長
岡
新

前
田
家
代
々
の
墓
所

　

長
岡
御
廟
は
、
富
山
藩
初
代
藩
主
前

田
利
次
が
、
延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）

の
分
封
の
際
に
、
百
塚
の
地
に
城
を
築

く
こ
と
を
強
く
申
し
出
て
い
た
が
、
時

の
徳
川
幕
府
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
ま

ま
死
去
し
た
の
で
、
２
代
藩
主
正
甫
は

父
の
気
持
ち
を
継
ぐ
意
味
で
、
百
塚
山

隣
接
地
の
長
岡
に
そ
の
御
霊
を
葬
っ
た

の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
。
御
廟
内
に

は
、前
田
家
11
代
の
藩
主
の
墓
が
並
び
、

参
道
の
両
側
に
は
、
藩
主
の
重
臣
達
が

奉
納
し
た
約
６
０
０
基
の
石
灯
籠
が
立

つ
。
毎
年
８
月
８
日
の
藩
祖
利
次
の
命

日
に
は
、
真
国
寺
の
住
職
ら
が
読
経
し

な
が
ら
灯
籠
に
灯
を
点
じ
る
御
廟
祭
が

営
ま
れ
る
。
御
廟
の
入
口
に
あ
る
曹
洞

宗
真
国
寺
は
、
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
墓

所
を
守
っ
て
き
た
寺
。
明
治
維
新
の
神

仏
分
離
政
策
に
よ
り
、
仏
式
か
ら
神
式

に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
廟
内
に
は
大
き

な
鳥
居
が
建
つ
。

〈長岡御廟〉

佐
々
成
政
剃
髪
址

富
山
市
安
養
坊

成
政
が
秀
吉
に
服
従
の
意
を
示
し
た

　

戦
国
武
将
・
佐
々
成
政
（
１
５
３
６

〜
１
５
８
８
）
は
、
織
田
信
長
の
命
を

受
け
て
越
中
の
領
主
と
な
っ
た
が
、
信

長
の
死
後
は
天
下
統
一
の
あ
と
を
継
い

だ
秀
吉
に
従
わ
ず
、
し
だ
い
に
孤
立
し

て
い
っ
た
。
天
正
13
年
（
１
５
８
５
）、

秀
吉
は
10
万
の
大
軍
を
率
い
て
越
中
に

攻
め
込
ん
だ
時
、
勝
ち
目
の
な
い
こ
と

を
悟
っ
た
成
政
は
降
伏
を
決
意
。
白
鳥

城
の
秀
吉
の
本
陣
に
向
か
う
前
に
、
こ

の
安
養
坊
地
内
の
草
む
ら
に
て
髪
を
剃

り
、
僧
侶
の
姿
で
秀
吉
の
軍
使
と
会
見

し
た
と
さ
れ
る
。

長
光
寺

富
山
市
五
福

早
百
合
姫
の
墓
が
残
る

　

長
光
寺
は
も
と
真
言
宗
の
寺
院
で
呉

服
山
安
寧
坊
と
称
し
た
。
旧
北
陸
街
道

の
難
所
と
さ
れ
た
安
寧
坂
（
現
在
の
安

養
坊
）
に
あ
り
、
そ
の
昔
は
松
林
の

間
に
壮
麗
な
る
伽
藍
を
配
す
大
寺
院
で

あ
っ
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
は
、
富

山
城
下
の
西
の
鎮
護
と
さ
れ
、
歴
代
藩

主
の
宗
敬
も
厚
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
地
に
移
っ
て
か
ら
教
如
上
人
の

教
え
を
受
け
浄
土
真
宗
に
改
宗
。
２
代

藩
主
正
甫
は
、
こ
の
寺
に
安
置
す
る
不

動
明
王
像
を
特
に
尊
信
し
、
こ
の
寺
に

三
首
の
和
歌
を
与
え
る
と
と
も
に
、
丁

字
梅
鉢
の
紋
（
富
山
藩
の
家
紋
）
の
使

用
を
許
可
し
た
と
い
う
。
貞
享
３
年

（
１
６
８
６
）、
安
養
坊
坂
で
富
山
藩
の

時
鐘
を
鋳
造
し
た
折
、
正
甫
は
本
寺
を

休
息
所
と
定
め
自
ら
が
そ
の
指
揮
に
あ

た
っ
た
と
も
伝
え
る
。
境
内
に
は
佐
々

成
政
の
愛
妾
・
早
百
合
姫
の
墓
が
残
さ

れ
て
い
る
。

〈長光寺〉

佐
伯
則
重
の
碑富山

市
安
養
坊

郷
土
の
名
刀
工

〈佐伯則重の碑〉

　

鎌
倉
時
代
末
頃
の
名
刀
工
・
佐
伯
則

重
（
１
２
８
９
〜
１
３
６
６
）
は
、
正

応
２
年
、
越
中
国
婦
負
郡
御
服
庄
（
現

在
の
五
福
）
に
生
ま
れ
た
。
文
保
２
年

（
１
３
１
８
）、
当
時
越
中
の
名
刀
工
と

し
て
知
ら
れ
た
郷
義
弘
の
門
に
入
り
８

年
間
修
行
後
、
鎌
倉
の
岡
崎
五
郎
正
宗

に
入
門
。
正
宗
の
相
州
流
の
秘
伝
を
授

け
ら
れ
、
正
宗
十
哲
の
一
人
に
も
数
え

ら
れ
た
。
40
歳
で
帰
郷
、
呉
羽
丘
陵
の

一
角
で
多
く
の
名
刀
を
鍛
造
し
た
。


